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歌
人
・
元
方
の
評
価
に
関
す
る
一
考
察

坂　

本　

美　

樹

一
、
は
じ
め
に

　

明
治
の
偉
大
な
俳
人
で
あ
り
歌
人
で
も
あ
る
正
岡
子
規
（
一
八
六
七
―

一
九
〇
二
）
が
著
し
た
『
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
』
は
、
和
歌
の
伝
統
的
な

価
値
観
を
大
き
く
変
え
た
歌
論
書
で
あ
る
。
特
に
、
日
本
最
初
の
勅
撰
集

で
あ
る
『
古
今
和
歌
集
』（
以
下
、『
古
今
集
』）
を
真
っ
向
か
ら
批
判
し
た

こ
と
は
、
当
時
に
あ
っ
て
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。『
古
今
集
』
は
、

子
規
に
批
判
さ
れ
る
ま
で
、
和
歌
の
手
本
と
し
て
第
一
級
の
歌
集
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
子
規
は
、
世
間
の
人
々
が
崇
拝
し
て
い
る
『
古
今
集
』

の
歌
風
を
「
理
屈
っ
ぽ
い
」
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
批
判
の
対
象

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
例
の
一
つ
が
、
在
原
元
方
作
に
な
る
『
古
今
集
』

巻
一
の
巻
頭
歌）

1
（

で
あ
る
。
長
文
に
な
る
が
、
該
当
箇
所
を
次
に
引
用
す
る
。

　

貫
之
は
下
手
な
歌
よ
み
に
て
古
今
集
は
く
だ
ら
ぬ
集
に
有
之
候
。

其
貫
之
や
古
今
集
を
崇
拝
す
る
は
誠
に
気
の
知
れ
ぬ
こ
と
な
ど
と
申

す
も
の
ゝ
、
実
は
斯
く
申
す
生
も
数
年
前
迄
は
古
今
集
崇
拝
の
一
人

に
て
候
ひ
し
か
ば
、
今
日
世
人
が
古
今
集
を
崇
拝
す
る
気
味
合
は
能

く
存
申
候
。
崇
拝
し
て
居
る
間
は
誠
に
歌
と
い
ふ
も
の
は
優
美
に
て

古
今
集
は
殊
に
其
粋
を
抜
き
た
る
者
と
の
み
存
候
ひ
し
も
三
年
の
恋

一
朝
に
さ
め
て
見
れ
ば
あ
ん
な
意
気
地
の
な
い
女
に
今
迄
ば
か
さ
れ

て
居
つ
た
事
か
と
く
や
し
く
も
腹
立
た
し
く
相
成
候
。
先
づ
古
今
集

と
い
ふ
書
を
取
り
て
第
一
枚
を
開
く
と
直
に
「
去
年
と
や
い
は
ん
今

年
と
や
い
は
ん
」
と
い
ふ
歌
が
出
て
来
る
実
に
呆
れ
返
つ
た
無
趣
味

の
歌
に
有
之
候
。
日
本
人
と
外
国
人
と
の
合
の
子
を
日
本
人
と
や
申

さ
ん
外
国
人
と
や
申
さ
ん
と
し
や
れ
た
る
と
同
じ
事
に
て
し
や
れ
に

も
な
ら
ぬ
つ
ま
ら
ぬ
歌
に
候
。
此
外
の
歌
と
て
も
大
同
小
異
に
て
佗マ
マ
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洒
落
か
理
窟
ッ
ぽ
い
者
の
み
に
有
之
候）

2
（

。

　

子
規
の
『
古
今
集
』
批
判
の
意
図
は
、
明
治
期
に
入
る
ま
で
あ
ま
り
評

価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
万
葉
集
』
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
子
規
の
影
響
を
受
け
て
か
否
か
、
そ
の
後
、
元
方
に
つ
い

て
は
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た）

3
（

。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
元
方
は
「
マ
イ
ナ
ー
な
歌
人
」
と
い
う
印
象

が
強
い
が
、『
古
今
集
』
に
十
四
首
、『
後
撰
和
歌
集
』
に
八
首
、『
拾
遺
和

歌
集
』
に
二
首
、『
新
古
今
集
』
に
一
首
、『
新
勅
撰
集
』
以
下
の
十
三
代

集
に
八
首
入
集
し
て
お
り）

4
（

、
勅
撰
集
へ
の
入
集
数
は
他
の
歌
人
に
比
べ
て

も
決
し
て
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
、
平
安
時
代
の
歌
仙
を
集
め
た
秀
歌
撰
と
し
て
有
名
な
藤
原
公
任

撰
『
三
十
六
人
撰
』
に
こ
そ
選
ば
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、『
三
十
六
人
撰
』

か
ら
漏
れ
た
歌
人
を
集
め
た
藤
原
範
兼
撰
『
後
六
々
撰
』
に
は
入
っ
て
お

り
、『
三
十
六
人
撰
』
に
準
ず
る
歌
人
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
簡
単
で
は
あ
る
が
、
元
方
の
経
歴
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た

い
。
元
方
の
血
筋
に
つ
い
て
は
、『
尊
卑
文
脈　

第
四
篇
』（
黒
板
勝
美
編

『
国
史
大
系
』
第
六
十
巻
下　

吉
川
弘
文
館　

一
九
六
七
年
）
に
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
〈
大
江
氏
系
図
〉

平
城
天
皇

阿
保
親
王

大
江
音
人

在
原
仲
平

在
原
行
平

在
原
守
平

在
原
業
平

棟
梁

元
方

師
尚

女

滋
春

元
清

女

　

右
記
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
元
方
は
業
平
の
息
子
で
あ
る
棟
梁
の
息

子
で
あ
り
、
業
平
と
は
祖
父
と
孫
の
関
係
に
あ
る
。
さ
ら
に
、『
尊
卑
分

脈
』
の
元
方
の
箇
所
に
は
尻
付
に
「
正
五
位
下
」
と
あ
り
、『
古
今
和
歌
集

目
録
』
に
お
い
て
も
元
方
の
経
歴
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。　

在
原
元
方
十
四
首
。
春
上
一
首
。
春
下
二
首
。
秋
上
二
首
。
秋
下

一
首
。
冬
一
首
。
恋
十
三
首
。
恋
三
二
首
。
恋
五
一
首
。
俳
諧
一
首
。

　

筑
前
守
従
五
位
上
棟
梁
男
。
母
□
□
□
。
在
原
北
方
兄
也
。
大
納

言
国
経
為
二
猶
子
一
、
但
不
レ
改
レ
姓
。
後
変
改
云

）々
5
（

。

　

こ
れ
ら
系
図
・
目
録
等
の
記
述
に
よ
る
と
、
元
方
は
、
そ
れ
ほ
ど
官
位
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が
高
く
な
い
も
の
の）

6
（

、
代
々
勅
撰
集
に
入
集
す
る
歌
人
を
輩
出
し
た
家
系

に
生
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

元
方
の
経
歴
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
文
と
し
て
は
、
久
保
木
哲
夫）

7
（

を
は

じ
め
、
稲
賀
敬
二）

8
（

や
村
瀬
敏
夫）

9
（

ら
に
よ
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
久
保
木

は
、
元
方
の
経
歴
と
そ
の
私
家
集
『
元
方
集）

10
（

』
の
書
誌
に
つ
い
て
詳
細
に

検
討
し
、『
大
和
物
語
』
に
採
ら
れ
て
い
る
戒
仙
の
歌
が
『
元
方
集
』
に
入

集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
方
の
「
出
家
」
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
稲

賀
も
久
保
木
の
論
を
受
け
て
、
元
方
と
戒
仙
が
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と

推
論
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
村
瀬
は
、
元
方
の
「
早
世
」
説
を
提
示
し
た
。

　

一
方
、
元
方
詠
に
関
し
て
は
、『
古
今
集
』
の
巻
頭
歌
に
限
定
さ
れ
る
も

の
の
、
窪
田
空
穂）
11
（

以
降
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、「
と
し
の
う
ち
に
」

歌
が
巻
頭
に
配
さ
れ
た
意
味
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
き
た）

12
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
研
究
は
、
元
方
の
生
涯
や
『
古
今
集
』
の
配
列
に
焦
点

が
当
て
ら
れ
て
お
り
、〈
歌
人
・
元
方
が
王
朝
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
評

価
さ
れ
て
き
た
か
〉
と
い
う
視
点
が
み
ら
れ
な
い
。
歌
人
・
元
方
を
考
察

す
る
に
は
、
従
来
の
よ
う
に
系
図
・
目
録
や
『
古
今
集
』
に
限
定
し
た
研

究
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
歌
集
の
入
集
状
況
や
歌
論
・
歌
学
書
類
の
記
述

を
調
査
し
、
元
方
の
評
価
を
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
勅
撰
集
、
私
撰
集
、
私
家
集
、
歌
合
、
秀
歌
撰
、
注
釈
書
、
歌

学
書
類
に
み
え
る
元
方
作
品
を
一
覧
し
、
王
朝
期
に
お
け
る
歌
人
・
元
方

の
評
価
を
辿
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
王
朝
期
に
お
け
る
歌

人
・
元
方
の
評
価
に
新
た
な
視
点
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
勅
撰
集
・
秀
歌
撰
・
歌
学
書
類
に
み
え
る
評
価

　

先
に
系
図
や
目
録
に
お
け
る
元
方
の
評
価
を
確
認
し
た
。
本
章
で
は
、

歌
集
、
秀
歌
撰
、
歌
学
書
類
に
み
え
る
元
方
詠
か
ら
「
歌
人
・
元
方
」
を

考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

和
歌
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
日
本
Ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館　

古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

に
よ
る
と
、
元
方
詠
は
全
部
で
四
十
五
首
確
認
で
き
る）
13
（

。
こ
れ
ら
元
方
詠

四
十
五
首
の
初
句
と
所
出
を
【
表
一
】「
元
方
詠
歌
一
覧
」
と
し
て
後
方
の

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
の
で
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
本
章
で
は
元
方
を
評
価

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
勅
撰
集
、
秀
歌
撰
に
焦
点
を
絞
り
、
入
集
状

況
を
み
て
い
く）
14
（

。

勅
撰
集
の
入
集
状
況

　

勅
撰
集
の
入
集
数
は
、
詠
歌
四
十
五
首
の
う
ち
三
十
三
首
で
あ
る
。
こ

れ
ら
三
十
三
首
を
そ
れ
ぞ
れ
の
勅
撰
集
に
分
け
る
と
、【
表
二
】
の
よ
う
に

な
る
。
元
方
詠
を
収
め
る
勅
撰
集
の
概
要
も
併
せ
て
記
載
し
た
。
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【
表
一
】
元
方
詠
歌
所
収
一
覧

番
号

初
句

勅
撰
集

私
撰
集

私
家
集

歌
合

秀
歌
撰

物
語

1

あ
き
の
の
に

×

古
今
六
帖
（
一
一
四
七
）

×

×

×

×

2

あ
き
の
よ
の

古
今
（
一
九
五
）

古
今
六
帖
（
三
〇
八
）

元
方
（
一
）

×

×

×

五
代
集
歌
枕
（
五
六
）

3

あ
き
は
ぎ
の

続
古
今
（
一
二
六
五
）
×

×

×

×

×

4

あ
め
ふ
れ
ど

古
今
（
二
六
一
）

五
代
集
歌
枕
（
三
五
）

×

×

×

×

5

あ
ふ
こ
と
の

古
今
（
六
二
六
）

×

×

×

新
撰
和
歌
（
二
六
四
）

×

定
家
八
代
（
九
〇
二
）

6

あ
ら
た
ま
の

古
今
（
三
三
九
）

如
意
宝
集

家
持
（
二
七
二
）

×

×

×

7

い
そ
の
か
み

後
撰
（
三
六
八
）

古
今
六
帖
（
三
五
六
二
）

×

×

×

×

8

い
づ
れ
を
か

×

古
今
六
帖
（
三
五
六
四
）

×

×

×

×

9

い
ろ
ふ
か
く

×

×

×

醍
醐
御
時
菊
合
（
一
七
）
×

×

10

う
ゑ
て
い
に
し

拾
遺
（
三
七
九
）

×

×

×

×

×

11

お
し
め
ど
も

古
今
（
一
三
〇
）

×

×

定
文
歌
合
（
五
）

×

×

12

お
そ
く
と
く

後
撰
（
三
八
一
）

×

元
方
（
二
）

×

×

×

13

お
と
に
の
み

新
千
載
（
一
〇
一
〇
〉
×

×

×

×

×

14

お
と
は
や
ま

古
今
（
四
七
三
）

古
今
六
帖
〈
八
七
九
）

×

定
文
歌
合
（
二
七
）

時
代
不
同
（
三
八
左
）

×

定
家
八
代
（
九
八
七
）

15

お
ひ
ぬ
れ
ば

続
古
今
（
一
八
〇
）

雲
葉
（
二
六
〇
）

×

×

×

×

16

か
す
み
た
つ

古
今
（
一
〇
三
）

新
撰
万
葉
（
二
九
）

×

寛
平
御
時
后
宮
（
二
九
）
時
代
不
同
（
三
七
左
）

×

古
今
六
帖
（
三
八
三
）

定
家
八
代
（
一
二
五
）

17

こ
と
な
ら
ば

×

×

元
方
（
五
）

×

×

大
和
物
語
二
十
八
段

18

こ
ひ
し
と
は

後
撰
（
七
〇
一
）

×

元
方
（
四
）

定
文
歌
合
（
異
）

定
家
八
代
（
一
〇
三
四
）
伊
勢
物
語
一
一
〇
段

19

た
ち
か
へ
り
（
あ
）
古
今
（
四
七
四
）

古
今
六
帖
（
一
九
五
五
）

×

×

新
撰
和
歌
（
二
一
八
）

×

後
六
々
撰
（
九
九
）

時
代
不
同
（
三
九
左
）

定
家
八
代
（
九
七
三
）

20

た
ち
か
へ
り
（
た
）
続
後
拾
遺
（
一
九
九
）
夫
木
（
二
七
九
六
）

×

×

×

×

21

た
つ
た
が
は

後
撰
（
一
〇
三
三
）

×

×

×

×

×
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22

た
の
ま
れ
ず

続
古
今
（
一
二
一
）

×

×

×

×

×

23

た
ま
の
を
は

×

秘
蔵
抄
（
二
三
）

×

×

×

×

24

た
よ
り
に
も

古
今
（
四
八
〇
）

×

×

×

定
家
八
代
（
八
四
二
）

×

後
撰
（
六
八
七
）

25

ち
り
ま
が
ふ

×

夫
木
（
六
二
七
三
）

×

×

×

×

26

と
し
の
う
ち
に

古
今
（
一
）

和
漢
朗
詠
（
三
）

古
今
六
帖
（
一
）

×

寛
平
御
時
后
宮
（
三
）

後
六
々
撰
（
九
八
）

×

定
家
十
体
（
一
六
〇
）

定
家
八
代
（
一
）

27

な
が
め
わ
び
ぬ

×

秘
蔵
抄
（
一
六
三
）

×

×

×

×

28

な
つ
ご
ろ
も

続
後
拾
遺
（
九
五
〇
）
秋
風
（
八
八
〇
）

×

×

×

×

29

は
る
あ
き
も

新
古
今
（
一
六
一
七
）
×

元
方
（
七
）

×

×

×

30

は
る
く
れ
ば

拾
遺
（
四
六
）

拾
遺
抄
（
二
八
）

×

×

×

×

31

ひ
さ
か
た
の

古
今
（
七
五
一
）

古
今
六
帖
（
二
六
一
）

元
方
（
三
）

×

新
撰
和
歌
（
二
〇
四
）

×

定
家
八
代
（
一
四
四
二
）

32

ひ
と
し
れ
ぬ

×

夫
木
（
五
五
四
六
）

×

×

×

×

33

ひ
と
と
せ
に

後
撰
（
一
〇
九
）

×

×

×

×

×

34

ひ
と
は
い
さ

古
今
（
六
三
〇
）

古
今
六
帖
（
三
〇
七
一
）

深
養
父
（
五
三
）

×

新
撰
和
歌
（
二
八
二
）

×

後
六
々
撰
（
一
〇
〇
）

35

ふ
ち
は
せ
に

後
撰
（
七
五
〇
）

古
今
六
帖
（
三
〇
一
五
）

×

×

×

×

36

ほ
と
と
ぎ
す

×

秘
蔵
抄
（
六
二
）

×

×

×

×

37

ま
つ
ひ
と
に

古
今
（
二
〇
六
）

古
今
六
帖
（
四
三
七
七
）

×

×

×

×

38

ま
ち
ど
ほ
の

×

秘
蔵
抄
（
一
七
五
）
異

×

×

×

×

39

み
る
め
な
き

後
撰
（
六
五
〇
）

×

×

×

×

×

40

み
や
ま
い
で
ん

続
千
載
（
二
一
七
）

×

×

×

×

×

41

ゆ
め
に
だ
に

後
撰
（
七
四
〇
）

×

×

×

×

×

42

よ
の
な
か
は

古
今
（
一
〇
六
二
）

古
今
六
帖
（
二
一
五
〇
）

忠
岑
（
七
〇
）

×

×

×

43

わ
が
か
た
は

×

×

×

女
四
宮
（
三
六
）

×

×

44

わ
び
び
と
や

新
勅
撰
（
三
六
四
）

×

元
方
（
六
）

×

×

×

45

わ
び
び
と
の

×

夫
木
（
五
五
七
九
）

×

×

×

×

合
計

三
三
首

二
七
首

一
〇
首

七
首

九
首

二
首

※
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
表
記
は
中
世
の
作
品
で
あ
る
。
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【
表
二
】
元
方
詠
歌
の
見
え
る
各
勅
撰
集
の
概
要

作
品
名

成
立

下
命
者

撰
者

入
集
数（
和
歌
総
数
）

古
今
和
歌
集

九
〇
五
年

醍
醐
天
皇

紀
友
則

紀
貫
之

凡
河
内
躬
恒

壬
生
忠
岑

十
四
（
一
一
〇
〇
）

後
撰
和
歌
集

九
五
一
年

村
上
天
皇

大
中
臣
能
宣

清
原
元
輔

源
順

紀
時
文

坂
上
望
城

八
（
一
四
二
五
）

拾
遺
和
歌
集）
15
（

一
〇
〇
五
〜

 

一
〇
〇
七
年
花
山
院

花
山
院

二
（
一
三
五
一
）

新
古
今
和
歌
集

一
二
〇
五
年

後
鳥
羽
院

源
通
俊

藤
原
有
家

藤
原
定
家

飛
鳥
井
雅
経

寂
蓮

一
（
一
九
七
八
）

新
勅
撰
和
歌
集

一
二
三
五
年

後
堀
河
天
皇
藤
原
定
家

一
（
一
三
七
四
）

続
古
今
和
歌
集

一
二
六
五
年

後
嵯
峨
天
皇

藤
原
為
家

藤
原
基
家

藤
原
行
家

藤
原
光
俊

藤
原
家
良

三
（
一
九
一
五
）

続
千
載
和
歌
集

一
三
二
〇
年

後
宇
多
院

二
条
為
世

一
（
二
一
四
三
）

続
後
拾
遺
和
歌
集
一
三
二
六
年

後
醍
醐
天
皇
二
条
為
藤

二
条
為
定

二
（
一
三
五
三
）

新
千
載
和
歌
集

一
三
五
九
年

後
光
厳
天
皇
二
条
為
定

一
（
二
三
六
五
）

※
二
重
線
よ
り
左
側
は
中
世
の
作
品
で
あ
る
。

【
表
二
】
を
一
覧
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
点
に
気
付
く
。
一
つ
目

は
、
元
方
詠
が
入
集
し
て
い
る
九
つ
の
勅
撰
集
の
う
ち
、
特
に
『
古
今
集
』

で
一
一
〇
〇
首
の
う
ち
十
四
首
、『
後
撰
集
』
で
一
四
二
五
首
の
う
ち
八
首

と
多
く
入
集
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
勅
撰
集
の
入
集
数
が
、

全
体
で
み
る
と
ど
の
程
度
の
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
が
、

【
表
三
】
で
あ
る
。

【
表
三
】『
古
今
和
歌
集
』、『
後
撰
和
歌
集
』
に
お
け
る
元
方
の
入
集
順
位

作
品
名

歌
人
数

順
位

古
今
和
歌
集

一
二
六
人

十
三
位

後
撰
和
歌
集

二
二
四
人

十
五
位

【
表
三
】
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
元
方
の
『
古
今
集
』
に
お
け
る
入
集
順
位

は
歌
人
一
二
六
人
の
う
ち
十
三
位
、
さ
ら
に
、『
後
撰
集
』
に
お
け
る
入
集

順
位
は
歌
人
二
二
四
人
の
う
ち
十
五
位
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
十
位
以
内
に

は
入
ら
な
い
も
の
の
、
高
い
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。『
古
今
集
』

の
撰
者
に
は
、
元
方
と
同
時
代
を
生
き
た
と
思
わ
れ
る
紀
貫
之
が
お
り）
16
（

、

入
集
順
位
を
考
え
れ
ば
、
元
方
は
同
時
代
の
歌
人
た
ち
か
ら
評
価
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る）

17
（

。
ま
た
、『
古
今
集
』
よ
り
五
十
年
後
に
成
立
し
た

『
後
撰
集
』
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

二
つ
目
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
拾
遺
集
』
に
二
首
入
集
し
て
以
降
、『
新

古
今
集
』
に
至
る
ま
で
元
方
詠
が
勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
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こ
れ
に
つ
い
て
は
『
後
拾
遺
和
歌
集
』（
以
下
、『
後
拾
遺
集
』）、『
金
葉
和

歌
集
』（
以
下
、『
金
葉
集
』）、『
詞
花
和
歌
集
』（
以
下
、『
詞
花
集
』）、『
千

載
和
歌
集
』（
以
下
、『
千
載
集
』）
そ
れ
ぞ
れ
の
撰
集
方
針
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
元
方
が
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
入
集
し
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い）
18
（

。

　

三
つ
目
は
、『
新
古
今
集
』
以
降
、
元
方
詠
が
再
び
入
集
す
る
よ
う
に
な

る
点
で
あ
る
。『
新
古
今
集
』
の
仮
名
序
に
は
、
そ
の
撰
集
方
針
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
て
右
衛
門
督
源
朝
臣
通
具
、
大
蔵
卿
藤
原
朝
臣
有
家
、

左
近
中
将
藤
原
朝
臣
定
家
、
前
上
総
介
藤
原
朝
臣
家
隆
、
左
近
少
将

藤
原
朝
臣
雅
経
ら
に
お
ほ
せ
て
、
む
か
し
い
ま
時
を
わ
か
た
ず
、
た

か
き
い
や
し
き
人
を
き
ら
は
ず
、
目
に
見
え
ぬ
神
仏
の
言
の
葉
も
、

う
ば
た
ま
の
夢
に
つ
た
へ
た
る
事
ま
で
、
ひ
ろ
く
も
と
め
、
あ
ま
ね

く
集
め
し
む
。

　

を
の
〳
〵
え
ら
び
た
て
ま
つ
れ
る
と
こ
ろ
、
夏
引
の
糸
の
ひ
と
す

ぢ
な
ら
ず
、
夕
の
雲
の
お
も
ひ
定
め
が
た
き
ゆ
へ
に
、
緑
の
洞
、
花

か
う
ば
し
き
あ
し
た
、
玉
の
砌
、
風
す
ゞ
し
き
ゆ
ふ
べ
、
難
波
津
の

流
れ
を
く
み
て
、
す
み
濁
れ
る
を
さ
だ
め
、
安
積
山
の
跡
を
た
づ
ね

て
、
ふ
か
き
浅
き
を
わ
か
て
り
。

　

万
葉
集
に
い
れ
る
歌
は
、
こ
れ
を
の
ぞ
か
ず
、
古
今
よ
り
こ
の
か

た
七
代
の
集
に
い
れ
る
歌
を
ば
、
こ
れ
を
載
す
る
事
な
し
。
た
ゞ
し
、

詞
の
苑
に
あ
そ
び
、
筆
の
海
を
く
み
て
も
、
空
と
ぶ
鳥
の
あ
み
を
も

れ
、
水
に
す
む
魚
の
つ
り
を
の
が
れ
た
る
た
ぐ
ひ
は
、
昔
も
な
き
に

あ
ら
ざ
れ
ば
、
今
も
又
し
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
す
べ
て
あ
つ
め
た

る
歌
二
千
ぢ
二
十
巻
、
な
づ
け
て
新
古
今
和
歌
集
と
い
ふ）

19
（

。

ま
た
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
の
仮
名
序
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

た
ゞ
延
喜
天
暦
の
む
か
し
、
と
き
す
な
ほ
に
、
た
み
ゆ
た
か
に
よ
ろ

こ
べ
り
し
ま
つ
り
ご
と
を
し
た
ふ
の
み
に
あ
ら
ず
、
又
寛
喜
貞
永
の

い
ま
、
世
を
さ
ま
り
人
や
す
く
た
の
し
き
こ
と
の
は
を
し
ら
し
め
む

た
め
に
、
こ
と
さ
ら
に
あ
つ
め
え
ら
ば
る
る
な
ら
し
、
定
家
、
は
ま

ま
つ
の
と
し
つ
も
り
、
か
は
た
け
の
世
世
に
つ
か
う
ま
つ
り
て
、
な

な
そ
ぢ
の
よ
は
ひ
に
過
ぎ
す
ぎ
、
ふ
た
し
な
の
く
ら
い
ゐ
を
き
は
め

て
、
し
も
の
こ
と
を
き
き
て
か
み
に
い
れ
、
か
み
の
こ
と
を
う
け
て

し
も
に
の
ぶ
る
つ
か
さ
を
た
ま
は
れ
る
時
に
あ
ひ
て
、
た
ら
ち
ね
の

あ
と
を
つ
た
へ
、
ふ
る
き
う
た
の
の
こ
り
を
ひ
ろ
ふ
べ
き
お
ほ
せ
ご

と
を
う
け
た
ま
は
る
に
よ
り
て
、
は
る
な
つ
秋
ふ
ゆ
を
り
ふ
し
の
こ

と
の
は
を
は
じ
め
て
、
き
み
の
み
よ
を
い
は
ひ
た
て
ま
つ
り
、
人
の
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く
に
を
を
さ
め
お
こ
な
ひ
、
か
み
を
う
や
ま
ひ
、
ほ
と
け
に
い
の
り
、

お
の
が
つ
ま
を
こ
ひ
、
身
の
お
も
ひ
を
の
ぶ
る
に
い
た
る
ま
で
、
部

を
わ
か
ち
ま
き
を
さ
だ
め
て
、
は
ま
の
ま
さ
ご
の
か
ず
か
ず
に
、
う

ら
の
た
ま
も
か
き
あ
つ
む
る
よ
し
、
貞
永
元
年
十
月
二
日
こ
れ
を
奏

す
、
な
づ
け
て
新
勅
撰
和
歌
集
と
す
と
い
ふ
こ
と
し
か
り）
20
（

。

　

右
記
の
傍
線
部
に
あ
る
通
り
、『
新
古
今
集
』、『
新
勅
撰
集
』
は
、『
万

葉
集
』
か
ら
当
代
の
歌
人
た
ち
の
歌
ま
で
を
選
歌
対
象
と
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、『
新
古
今
集
』、『
新
勅
撰
集
』
以
降
は
王
朝
時
代
に
入

ら
な
い
た
め
、
本
稿
の
検
討
対
象
か
ら
外
れ
る
が
、
上
記
二
つ
の
集
と
同

様
、
過
去
に
作
ら
れ
た
勅
撰
集
や
そ
の
他
の
歌
集
類
か
ら
広
く
取
り
入
れ

て
い
る
こ
と
が
窺
え
る）
21
（

。
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
元
方
詠
も
『
新
古
今

集
』
以
降
、
勅
撰
集
に
入
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

本
項
で
は
、
勅
撰
集
の
入
集
状
況
か
ら
元
方
の
評
価
に
つ
い
て
考
察
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
元
方
詠
は
『
後
拾
遺
集
』〜『
千
載
集
』
時
代
を
除

い
て
、
比
較
的
安
定
し
て
入
集
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一

方
、『
後
拾
遺
集
』〜『
千
載
集
』
時
代
は
、
撰
集
方
針
に
よ
っ
て
元
方
詠
が

勅
撰
集
に
入
集
し
な
か
っ
た
時
期
で
あ
り
、
元
方
の
評
価
は
依
然
、
不
明

瞭
な
ま
ま
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
項
で
は
、
秀
歌
撰
に
焦
点
を
当
て
、
勅
撰

集
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
元
方
の
評
価
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

秀
歌
撰
の
入
集
状
況

　
「
秀
歌
撰
」
と
は
「
秀
歌
を
選
出
し
た
書
物
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
撰

集
か
ら
さ
ら
に
秀
歌
を
選
抜
し
た
よ
う
な
小
規
模
な
も
の
」
を
対
象
と
す

る）
22
（

。
久
曽
神
昇
編
『
歌
学
大
系
』
別
巻
六
（
風
間
書
房
、
一
九
八
四
年
）

で
は
七
十
八
も
の
秀
歌
撰
が
確
認
で
き
る
が
、
王
朝
時
代
に
成
立
し
た
秀

歌
撰
に
限
定
す
る
と
、
元
方
詠
は
四
作
品
に
入
集
し
て
い
る
。
ま
た
、【
表

一
】
の
秀
歌
撰
の
項
目
を
み
て
も
分
か
る
通
り
、
元
方
詠
全
四
十
五
首
の

う
ち
七
首
が
入
集
し
て
い
る
。
元
方
詠
が
入
集
し
て
い
る
各
秀
歌
撰
の
概

要
を
示
し
た
も
の
が
、
次
の
【
表
四
】
で
あ
る
。

【
表
四
】
元
方
詠
の
見
え
る
各
秀
歌
撰
の
概
要

作
品
名

成
立

撰
者

入
集
数
（
和
歌
総
数
）

新
撰
和
歌

九
三
〇
〜

 

九
三
四
年
紀
貫
之

四
（
三
六
〇
）

後
六
々
撰

一
一
〇
七
〜

 

一
一
六
五
年
藤
原
範
兼

三
（
一
五
〇
）

定
家
八
代
抄

一
二
一
五
年

藤
原
定
家

八
（
一
八
〇
九
）

時
代
不
同
歌
合

一
二
二
一
年

後
鳥
羽
院

三
（
三
〇
〇
）

『
古
今
集
』
の
撰
者
で
も
あ
る
貫
之
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
『
新
撰
和
歌
』
は
、

『
古
今
集
』
の
歌
を
含
み
、
四
季
・
三
百
六
十
日
に
な
ぞ
ら
え
て
全
四
巻
、

三
六
〇
首
で
構
成
さ
れ
て
い
る）
23
（

。
元
方
詠
は
そ
の
う
ち
四
首
が
入
集
し
て

お
り
、
そ
の
全
て
が
『
古
今
集
』
に
入
集
し
て
い
る
歌
で
あ
る
。
四
首
と
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い
う
入
集
数
は
歌
人
六
十
七
人
中
で
十
一
位
で
あ
り
、
先
に
勅
撰
集
の
項

で
も
確
認
し
た
の
と
同
様
、
貫
之
は
「
歌
人
・
元
方
」
を
評
価
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
第
一
章
で
も
挙
げ
た
『
後
六
々
撰
』（
別
名
『
中
古
三
十
六
歌

仙
』）
を
み
て
み
た
い
。『
後
六
々
撰
』
の
撰
者
で
あ
る
藤
原
範
兼
（
一
一

〇
七
―
一
一
六
五
）
は
平
安
末
期
の
公
家
で
あ
り
、
有
名
な
歌
学
書
で
あ

る
『
和
歌
童
蒙
抄
』
を
記
し
た
人
物
で
も
あ
る
。『
後
六
々
撰
』
は
藤
原
公

任
の
『
三
十
六
人
撰
』
に
漏
れ
た
歌
人
た
ち
三
十
六
人
を
一
〇
首
、
八
首
、

六
首
、
五
首
、
四
首
、
三
首
、
二
首
と
、
入
集
数
で
分
類
し
て
お
り
、『
三

十
六
人
撰
』
に
倣
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
形
式
か
ら
も
窺
え
る
。
元
方
は

そ
の
う
ち
三
首
入
集
と
、
一
〇
首
歌
人
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、『
後
六
々

撰
』
が
和
歌
だ
け
で
な
く
歌
人
に
も
重
点
を
置
く
歌
仙
秀
歌
撰
と
い
う
性

格
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
任
の
『
三
十
六
人
撰
』
に
準
ず
る
歌
人

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

続
い
て
、『
定
家
八
代
抄
』
は
、
名
前
の
通
り
藤
原
定
家
が
編
ん
だ
と
さ

れ
る
秀
歌
撰
で
、『
古
今
集
』
か
ら
『
新
古
今
集
』
ま
で
の
勅
撰
集
か
ら
和

歌
を
一
八
〇
九
首
、
選
抜
し
、
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
元
方
詠

は
八
首
入
集
し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
定
家
八
代
抄
』
に
入
集
し
た
歌
人
、

三
六
七
人
中
で
二
十
九
位
と
、
大
変
高
い
順
位
で
あ
る）
24
（

。
加
え
て
、『
新
古

今
集
』
ま
で
の
元
方
の
勅
撰
集
入
集
歌
数
が
二
十
五
首
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
三
分
の
一
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

定
家
は
元
方
を
評
価
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
下
命
者
で
あ
る
後
鳥
羽
院
撰
『
時
代
不

同
歌
合
』
は
、
時
代
の
異
な
る
一
〇
〇
人
の
歌
人
の
詠
歌
各
三
首
を
左
右

に
分
け
た
歌
合
形
式
の
秀
歌
撰
で
あ
り
、
入
集
数
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な

い
。『
後
六
々
撰
』
と
同
様
、
歌
よ
り
も
む
し
ろ
歌
人
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

た
歌
仙
秀
歌
撰
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
鳥
羽
院
は
元
方
を
歌
人
と
し
て
評

価
し
、『
時
代
不
同
歌
合
』
に
選
ん
だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
時

代
不
同
歌
合
』
は
、『
万
葉
集
』〜『
拾
遺
集
』
時
代
の
歌
人
と
『
後
拾
遺

集
』〜『
新
古
今
集
』
時
代
の
歌
人
で
五
十
人
ず
つ
に
分
け
て
お
り
、
こ
の

中
で
元
方
は
『
万
葉
集
』〜『
拾
遺
集
』
時
代
の
歌
人
に
配
さ
れ
て
い
る
。

い
さ
さ
か
強
引
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
五
十
人
撰
と
考
え
る
な
ら
ば
、
元

方
は
『
万
葉
集
』〜『
拾
遺
集
』
時
代
の
歌
人
の
中
で
五
十
人
の
中
に
は
入

る
と
も
い
え
る
。

　

以
上
、
四
つ
の
秀
歌
撰
か
ら
歌
人
・
元
方
の
評
価
を
考
察
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
秀
歌
撰
の
入
集
状
況
に
よ
っ
て
、
撰
者
で
あ
る
貫
之
、
範
兼
、

後
鳥
羽
院
、
定
家
と
い
っ
た
、
和
歌
史
に
お
い
て
大
変
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
歌
人
た
ち
か
ら
元
方
が
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
こ
れ
ら
歌
集
・
秀
歌
撰
類
の
入
集
状
況
を
み
て
み
る
と
、
王
朝
期
に

お
い
て
元
方
は
、
一
流
歌
人
と
ま
で
は
い
か
な
い
も
の
の
、
そ
れ
に
準
ず
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る
歌
人
と
し
て
の
評
価
を
得
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
前
項
で
み
た
よ
う
に
、『
後
拾
遺
集
』〜『
千
載
集
』
時
代
は
勅
撰
集

に
元
方
詠
が
入
集
し
な
い
空
白
期
で
、
元
方
の
評
価
も
不
明
瞭
で
あ
っ
た

が
、『
後
六
々
撰
』
に
元
方
詠
が
入
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に

も
元
方
は
一
貫
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

歌
学
書
類
に
お
け
る
記
述

　

こ
こ
ま
で
歌
集
、
秀
歌
撰
の
入
集
状
況
か
ら
元
方
の
評
価
を
み
て
き
た

が
、
本
項
で
は
歌
学
書
類
の
記
述
を
通
し
て
、
具
体
的
に
み
て
い
き
た
い
。

　
『
日
本
歌
学
大
系
』
や
、
そ
の
他
写
本
の
書
き
入
れ
等
を
調
査
す
る
と
、

『
袋
草
紙
』、『
後
拾
遺
和
歌
抄
註
』、『
興
風
集
』、『
古
来
風
体
抄
』
に
歌

人
・
元
方
と
そ
の
詠
歌
に
関
す
る
評
価
が
確
認
で
き
る
。

　

六
条
藤
家
に
属
す
る
平
安
後
期
の
歌
人
・
藤
原
清
輔
は
、
自
身
の
歌
学

書
で
あ
る
『
袋
草
紙
』
の
中
で
、
公
任
の
『
三
十
六
人
撰
』
が
作
ら
れ
た

経
緯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

朗
詠
江
注
云
、
四
條
大
納
言
、
六
條
宮
被
レ
談
云
、
貫
之
歌
仙
也
。

宮
云
、
不
レ
可
レ
及
二
人
丸
一
。
納
言
云
、
不
レ
可
然
。
爰
書
二
秀
歌
十

首
一
、
後
日
被
レ
合
。
八
首
人
丸
勝
、
一
首
貫
之
勝
。
此
歌
持
と
云
々
。

夏
の
夜
は
ふ
す
か
と
す
れ
ば
郭
公
。
自
二
此
事
一
起
三
十
六
人
撰
出
來

歟
。
件
撰
有
二
不
審
一
。
所
レ
謂
、
深
養
父
、
元
方
、
千
里
、
定
文
等

不
レ
入
レ
之
。
此
人
々
豈
劣
二
頼
基
、
仲
文
、
元
真
等
之
類
一
乎）

25
（

。

こ
れ
ら
の
記
述
に
関
し
て
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
傍
線
部
で
あ
る
。
清

輔
は
「
三
十
六
人
撰
の
歌
人
の
選
抜
に
は
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、

深
養
父
、
元
方
、
千
里
、
貞
文
ら
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
人
々

が
ど
う
し
て
頼
基
、
仲
文
、
元
真
ら
に
劣
る
だ
ろ
う
か
」
と
、
元
方
が
『
三

十
六
人
撰
』
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
清
輔
の
弟
顕
昭
も
『
後
拾
遺
集
』
の
注
釈
書
『
後
拾
遺
抄
註
』

の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

大
納
言
公
任
朝
臣
、
ミ
ソ
ヂ
ア
マ
リ
ム
ツ
ノ
ウ
タ
人
ヲ
ヌ
キ
イ
デ
ヽ
、

カ
レ
ガ
タ
ヘ
ナ
ル
ウ
タ
モ
ヽ
チ
ア
マ
リ
イ
ソ
チ
ア
マ
リ
ソ
ヂ
ヲ
カ
キ

イ
ダ
シ
是
ハ
三
十
六
人
撰
也
。（
中
略
）
仰
此
三
十
六
人
ノ
オ
コ
リ

ハ
、
匡
房
卿
曰
、
四
條
大
納
言
、
六
條
宮
被
レ
談
云
「
貫
之
歌
仙
也
。」

宮
曰
「
不
レ
可
レ
及
二
人
丸
一
。」
納
言
曰
「
不
レ
可
レ
然
。」
爰
書
二
各
秀

歌
十
首
一
、
後
日
被
レ
合
。
八
首
人
丸
勝
、
一
首
持
、
一
首
貫
之
勝
。

（
中
略
）
此
事
ヨ
リ
ヲ
コ
リ
テ
出
来
事
歟
。
六
人
十
首
、
三
十
人
三
首

之
條
不
審
歟
。
又
此
中
頼
基
、
元
真
少
秀
歌
歟
。
深
養
父
、
康
秀
、

千
里
、
元
方
、
貞
文
等
多
秀
歌
類
之
由
、
先
達
等
疑
之
歟）

26
（

。
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傍
線
部
に
お
い
て
顕
昭
は
、「
頼
基
と
元
真
は
秀
歌
が
少
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
『
三
十
六
人
撰
』
に
入
っ
た
が
、
深
養
父
、
康
秀
、
千
里
、
元
方
、

貞
文
ら
は
秀
歌
が
多
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
三
十
六
人
撰
』
に
入
ら
な

か
っ
た
の
で
、
先
達
は
疑
問
に
思
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
後
拾
遺
抄
註
』
で
は
『
袋
草
紙
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
文
屋
康
秀
が
加

え
ら
れ
て
い
る
が
、
清
輔
の
影
響
を
受
け
て
か
、
顕
昭
も
ま
た
元
方
が
『
三

十
六
人
撰
』
に
入
る
べ
き
歌
人
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
し
て
い
る
点
が
重

要
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
清
輔
ら
六
条
家
と
対
立
関
係
に
あ
る
御
子
左
家
の
定
家
も
ま

た
、
清
輔
ら
と
同
様
の
発
言
を
し
て
い
る
。
定
家
手
沢
本
で
あ
る
坊
門
局

筆
『
興
風
集
』
の
巻
末
に
は
、
次
の
よ
う
な
識
語
が
残
っ
て
い
る
。

不
入
興
風
元
方
三
十
六
人
。
弁
知
歌
道
之
人
所
撰
歟
。
仲
文
之
交
衆
、

不
知
其
故
。
云
古
云
今
、
撰
此
事
之
輩
、
皆
是
道
之
魔
界
歟）
27
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。

興
風
が
『
三
十
六
人
撰
』
に
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
定
家
の
誤
解
で

あ
る
が
、「
元
方
が
三
十
六
人
撰
に
入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
歌
道
を
わ

き
ま
え
て
い
る
人
が
選
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
、
こ
こ
で
も
元
方
に

つ
い
て
触
れ
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。
さ
ら
に
、
参
考
と
し
て
定
家
自

筆
本
『
集
目
録
』
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
く
。『
集
目
録
』
の
編
纂
意
図

に
つ
い
て
は
、
定
家
も
し
く
は
定
家
の
監
督
下
に
書
写
し
た
私
家
集
の
目

録
で
あ
る
と
い
う
説
や
、
撰
集
作
業
の
た
め
の
資
料
リ
ス
ト
と
す
る
説
な

ど
諸
説
あ
る
が）

28
（

、『
元
方
集
』
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
に
、
定
家
の
元
方
に

対
す
る
関
心
の
深
さ
が
窺
え
る
。
ま
た
、
清
輔
や
顕
昭
ら
が
言
及
し
て
い

た
深
養
父
や
千
里
が
み
え
る
こ
と
も
、
大
変
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

　

定
家
の
父
で
あ
る
俊
成
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
歌
論
書
『
古
来
風
体
抄
』

に
は
、
元
方
詠
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

古
今
和
哥
集

　

春
哥

　
　

ふ
る
と
し
に
春
た
ち
け
る
日
よ
め
る　

在
原
元
方
棟
梁
男
業
平
朝
臣
孫
也

と
し
の
う
ち
に
春
は
き
に
け
り
ひ
と
ゝ
せ
を

こ
そ
と
や
い
は
ん
こ
と
し
と
や
い
は
む

　
　
　

こ
の
う
た
ま
こ
と
に
理
つ
よ
く
又
を
か

　
　
　

し
く
も
き
こ
え
て
あ
り
が
た
く
よ
め
る

　
　
　

う
た
な
り）
29
（

　

右
記
に
よ
っ
て
、
俊
成
は
、
子
規
に
批
判
さ
れ
て
し
ま
っ
た
元
方
の
『
古

今
集
』
巻
頭
歌
を
大
変
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
、
歌
学
書
類
を
通
し
て
歌
人
・
元
方
の
評
価
を
み
て
き
た
。
こ
れ
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ら
の
記
述
か
ら
、
清
輔
、
顕
昭
、
定
家
は
元
方
を
三
十
六
歌
仙
に
準
ず
る

歌
人
と
し
て
評
価
し
て
い
た
と
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
定

家
は
『
定
家
八
代
抄
』
だ
け
で
は
な
く
、
手
沢
本
で
あ
る
坊
門
局
筆
『
興

風
集
』
巻
末
識
語
の
中
で
も
元
方
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

元
方
に
か
な
り
関
心
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
定
家
の

父
で
あ
る
俊
成
も
、
元
方
詠
で
あ
る
『
古
今
集
』
巻
頭
歌
を
高
く
評
価
し

て
い
た
こ
と
が
歌
論
書
の
記
述
か
ら
分
か
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
歌
学
書
類
を
記
し
た
歌
人
た
ち
は
、『
金
葉
集
』〜『
千

載
集
』
の
時
代
に
生
き
た
歌
人
た
ち
で
あ
る
。
元
方
が
こ
の
時
代
の
歌
人

た
ち
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
た
証
拠
と
し
て
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

三
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
古
今
集
』
巻
頭
歌
の
視
点
か
ら
離
れ
、
歌
集
・
秀
歌
撰
類

の
入
集
状
況
や
歌
学
書
類
の
記
述
か
ら
、
王
朝
期
に
お
け
る
「
歌
人
・
元

方
」
の
評
価
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
歌
集
、
秀
歌
撰
、
歌
学
書
類
の

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
成
立
年
代
順
に
並
べ
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
（
一
）
三

代
集
時
代
、（
二
）『
後
拾
遺
集
』〜『
千
載
集
』
時
代
、（
三
）『
新
古
今
集
』

時
代
の
三
段
階
に
分
け
る
と
、【
表
五
】
の
よ
う
に
な
る
。

【
表
五
】
成
立
年
代
順
に
み
た
元
方
詠
入
集
作
品

時
代

作
品
名

成
立
年
代

撰
者
・
作
者

ジ
ャ
ン
ル

三
代
集
時
代

『
古
今
集
』

九
〇
五
年

紀
貫
之
他
三
名

勅
撰
集

『
新
撰
和
歌
』

九
三
〇
年
〜

 

九
三
四
年
紀
貫
之

秀
歌
撰

『
後
撰
集
』

九
五
一
年

大
中
臣
能
宣
他
四
名
勅
撰
集

『
拾
遺
集
』

一
〇
〇
五
年
〜

 

一
〇
〇
七
年
花
山
院

勅
撰
集

『
後
拾
遺
集
』
〜

『
千
載
集
』
時
代

『
袋
草
紙
』

一
一
五
六
年
〜

 

一
一
五
九
年
藤
原
清
輔

歌
学
書

『
後
六
々
撰
』

一
一
〇
七
〜

 

一
一
六
五
年
藤
原
範
兼

秀
歌
撰

『
後
拾
遺
抄
註
』

一
一
八
三
年

顕
昭

注
釈
書

『
古
来
風
体
抄
』

一
一
九
七
年
〜

 

一
二
〇
一
年
藤
原
俊
成

歌
論
書

『
新
古
今
集
』時
代

『
新
古
今
集
』

一
二
〇
五
年

藤
原
定
家
他
三
名

勅
撰
集

『
定
家
八
代
抄
』

一
二
一
五
年

藤
原
定
家

秀
歌
撰

『
時
代
不
同
歌
合
』
一
二
二
一
年

後
鳥
羽
院

秀
歌
撰

『
新
勅
撰
集
』

一
二
三
五
年

藤
原
定
家

勅
撰
集

こ
の
表
を
通
覧
す
る
と
、
元
方
は
各
時
代
の
作
品
に
入
集
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
こ
と

を
ま
と
め
る
と
、
次
の
三
点
に
な
る
。

①　

入
集
状
況
を
み
て
も
明
ら
か
な
通
り
、
元
方
は
『
古
今
集
』
お
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よ
び
『
後
撰
集
』
の
時
代
に
お
い
て
評
価
さ
れ
て
い
た
。

②　
『
後
拾
遺
集
』〜『
千
載
集
』
の
時
代
に
は
、
こ
れ
ら
の
勅
撰
集
の

撰
集
方
針
に
よ
っ
て
、
元
方
詠
が
入
集
し
な
く
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
時
代
に
成
立
し
た
秀
歌
撰
に
は
入
集
し
て
い
る

と
い
う
事
実
や
歌
学
書
類
の
記
述
か
ら
、
元
方
は
こ
の
時
代
の

歌
人
た
ち
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

③　
『
新
古
今
集
』
時
代
に
な
る
と
、
勅
撰
集
に
再
び
元
方
詠
が
入
集

す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
秀
歌
撰
の
入
集
状
況
や
歌
学
書
類

の
記
述
か
ら
、
元
方
は
『
新
古
今
集
』
時
代
の
歌
人
た
ち
か
ら

評
価
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

元
方
は
公
任
の
『
三
十
六
人
撰
』
に
は
選
ば
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
貫

之
ら
同
時
代
の
歌
人
や
『
後
撰
集
』
の
撰
者
に
評
価
さ
れ
た
歌
人
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
平
安
後
期
に
は
範
兼
、
清
輔
、
顕
昭
ら
六
条
家
の
人
物
や
、

俊
成
、
定
家
ら
御
子
左
家
の
歌
人
、
さ
ら
に
は
、
後
鳥
羽
院
に
も
評
価
さ

れ
て
い
た
。
以
上
を
要
す
る
に
、
元
方
は
王
朝
期
の
各
時
代
を
通
し
て
歌

人
た
ち
か
ら
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。

注
（
1
）　

年
の
う
ち
に
春
は
来
に
け
り
ひ
と
と
せ
を
去
年
と
や
い
は
む
今
年

と
や
い
は
む

（
2
）　

正
岡
子
規
「
ふ
た
た
び
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」（『
子
規
全
集
』
第

七
巻　

講
談
社　

一
九
七
五
年
）

（
3
）　

一
九
六
〇
年
代
は
研
究
史
に
お
い
て
『
古
今
集
』
が
再
評
価
さ
れ

た
時
代
で
あ
り
、
そ
の
風
潮
と
あ
い
ま
っ
て
『
古
今
集
』
巻
一
の
巻
頭

歌
で
あ
る
元
方
詠
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

（
4
）　
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
編
集
委
員
会
編
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
二
〇
一
四
年
）

（
5
）　

片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』（
下
）（
講
談
社　

一
九
九
八

年
）
よ
り
引
用

（
6
）　

目
崎
徳
衛
は
『
国
史
大
辞
典
』
第
一
巻
「
在
原
氏
（
あ
り
は
ら
う

じ
）」
の
項
目
に
お
い
て
、「
桓
武
天
皇
の
嫡
流
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
薬

子
の
変
お
よ
び
承
和
の
変
に
際
会
し
て
高
丘
親
王
の
廃
太
子
、
阿
保
親

皇
の
急
死
な
ど
が
あ
り
、
皇
位
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
、
行
平
の
中
納
言
正

三
位
昇
進
を
例
外
と
し
て
ほ
ぼ
四
・
五
位
の
受
領
な
ど
に
と
ど
ま
っ
た
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

（
7
）　

久
保
木
哲
夫
「
在
原
元
方
に
つ
い
て
」（『
和
歌
史
研
究
会
会
報
』
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三
三
、
一
九
六
九
年
初
出
、
後
に
『
平
安
時
代
私
家
集
の
研
究
』
笠
間

書
院
、
一
九
八
五
年
に
再
録
）

（
8
）　

稲
賀
敬
二
「
在
原
元
方
（
戒
仙
）
の
出
家
」（『
和
歌
史
研
究
会
会

報
』
五
五
、
一
九
七
五
年
初
出
、
後
に
稲
賀
敬
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
5
『
王

朝
歌
人
と
そ
の
作
品
世
界
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
に
再
録
）

（
9
）　

村
瀬
敏
夫
「
在
原
元
方
試
論
」（『
論
集
古
今
和
歌
集
』
笠
間
書
院
、

一
九
八
一
年
初
出
、
後
に
『
平
安
朝
歌
人
の
研
究
』
新
典
社
、
一
九
九

四
年
に
再
録
）

（
10
）　
『
元
方
集
』
と
は
在
原
元
方
の
家
集
。
古
筆
断
簡
と
し
て
の
み
伝
わ

り
、
完
本
は
現
存
し
な
い
。「
部
類
名
家
集
切
」（
名
歌
集
切
と
も
）
四

葉
七
首
の
歌
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
新
編
私
家
集
大
成
』
所
収
。「
部
類

名
家
集
」
は
そ
の
名
の
通
り
、
有
名
歌
人
の
家
集
を
解
体
し
て
歌
を
分

類
・
整
理
し
た
改
編
歌
集
と
み
ら
れ
る
の
で
、
改
編
前
の
原
『
元
方
集
』

に
あ
た
る
家
集
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
現
存
し
な
い
。
七
首
の
う
ち
六

首
ま
で
は
元
方
の
歌
と
確
認
で
き
る
が
、
残
る
一
首
は
『
大
和
物
語
』

二
八
段
に
載
る
戒
仙
の
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
方
・
戒
仙
同
一
人
物

説
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
二
〇
一
四
）
の
妹
尾
好
信
の
解
説
に
よ
る
）。

（
11
）　

窪
田
空
穂
『
古
今
和
歌
集
評
釈
（
上
）』
東
京
堂
（
一
九
六
〇
年
）

（
12
）　
『
一
冊
の
講
座　

古
今
和
歌
集
―
日
本
の
古
典
文
学
四
―
』「
元

方
」
の
項
目
に
お
い
て
、
曽
根
誠
一
が
こ
れ
ま
で
の
巻
頭
歌
研
究
を
ま

と
め
て
い
る
。

（
13
）　

元
方
詠
と
判
断
す
る
基
準
は
詠
者
名
の
記
載
が
あ
る
か
ど
う
か
に

よ
る
。

（
14
）　

私
撰
集
の
項
目
に
お
い
て
、
元
方
詠
は
二
十
三
首
確
認
で
き
る
。

平
安
中
期
成
立
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
や
鎌
倉
時
代
後
期
成
立
の
『
夫

木
和
歌
抄
』
に
多
く
入
集
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
同
じ
種
類

の
題
や
季
節
の
題
に
よ
っ
て
分
類
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
類
題
歌
集
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
元
方
の
評
価
と
は
別
と
考
え
、
入
集
数
の
確
認
に
留

め
て
お
く
。
そ
の
中
で
、
公
任
撰
『
和
漢
朗
詠
集
』（
二
六
番
歌
が
入

集
）
と
『
拾
遺
抄
』（
三
〇
番
歌
が
入
集
）
に
各
一
首
ず
つ
に
採
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
私
家
集
の
項
目
に
つ
い
て
は
先
述
の
通
り
、

家
集
と
し
て
『
元
方
集
』
の
現
存
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

在
、
元
方
集
は
部
類
名
歌
集
切
と
し
て
四
葉
七
首
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
私
家
集
の
項
目
の
多
く
が
空
欄
と
な
っ
て

い
る
が
、
も
し
完
本
で
伝
わ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
現
在
よ
り
も
多
く
の

歌
が
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
家
持

集
』
や
『
深
養
父
集
』、『
忠
岑
集
』
に
も
三
首
確
認
で
き
る
が
、
集
の

性
格
か
ら
誤
っ
て
入
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
15
）　
『
拾
遺
集
』
は
『
拾
遺
抄
』
を
ベ
ー
ス
と
し
て
編
ま
れ
た
勅
撰
集
で



67

あ
る
。『
拾
遺
抄
』
の
撰
者
は
、『
後
拾
遺
集
』
の
仮
名
序
に
よ
る
と
公

任
と
さ
れ
る
。
公
任
撰
で
は
元
方
詠
の
入
集
が
一
首
の
み
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
花
山
院
撰
で
は
二
首
入
集
と
、
公
任
撰
よ
り
一
首
多
く
入
集

し
て
い
る
点
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

（
16
）　
『
貫
之
集
』
の
中
に
、
貫
之
が
元
方
へ
贈
っ
た
和
歌
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
両
者
の
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
久
保
木
（
一
九
六
九
）
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
17
）　

本
稿
で
は
検
討
対
象
か
ら
外
し
た
が
、
歌
合
に
出
詠
し
て
い
る
点

か
ら
し
て
も
、
元
方
が
当
時
、
歌
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

（
18
）　
『
後
拾
遺
集
』
の
序
を
み
る
と
、

　

お
ほ
よ
そ
、
古
今
・
後
撰
二
つ
の
集
に
歌
入
り
た
る
と
も
が
ら

の
家
の
集
を
ば
、
世
も
あ
が
り
、
人
も
か
し
こ
く
て
、
難
波
江
の

あ
し
よ
し
定
め
む
こ
と
も
は
ゞ
か
り
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
除
き
た
り
。

（
本
文
は
久
保
田
淳
・
平
田
喜
信
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
八　

後
拾
遺
和
歌
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
よ
り
引
用
）

 

と
あ
り
、
六
歌
仙
か
ら
『
古
今
集
』
撰
者
時
代
の
歌
人
達
を
除
い
て
集

を
編
ん
だ
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
金
葉
集
』
の
編
集
方
針
に
つ

い
て
、
川
村
晃
生
・
柏
木
由
夫
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
九　

金
葉

和
歌
集　

詞
花
和
歌
集
』
岩
波
書
店
（
一
九
九
八
年
）
の
解
説
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
俊
頼
は
二
度
目
の
撰
集
作
業
に
か
か
っ
た
。
こ
の
度

は
編
集
方
針
を
一
新
し
、
多
く
当
代
歌
人
の
詠
歌
に
よ
っ
て
構
成

す
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
革
新
的
な
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
、

『
袋
草
紙
』（
同
前
）
に
は
「
近
代
人
歌
等
也
」
と
記
さ
れ
、
極
端

な
近
代
、
当
代
偏
重
の
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 

『
詞
花
集
』
に
関
し
て
も
、『
金
葉
集
』
と
同
様
、
工
藤
重
矩
の
解
説
に

よ
る
と
、
そ
の
編
集
方
針
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

院
宣
に
「
中
古
よ
り
以
来
の
勅
撰
の
集
に
入
ら
ざ
る
外
の
和
歌
等
、

宜
し
く
撰
集
せ
ら
る
べ
し
」
と
あ
っ
た
の
で
（
袋
草
紙
）、『
後
撰

集
』
よ
り
後
を
撰
歌
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
。

 

さ
ら
に
、『
千
載
集
』
の
序
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

こ
ゝ
に
今
の
世
の
道
を
こ
の
む
と
も
が
ら
の
言
葉
を
も
き
こ
し
め

し
、
昔
の
時
の
折
に
つ
け
た
る
人
の
心
を
も
見
そ
な
は
さ
む
こ
と

に
よ
り
て
、
か
の
後
拾
遺
集
に
選
び
の
こ
さ
れ
た
る
歌
、
か
み
正

歴
の
こ
ろ
を
ひ
よ
り
し
も
文
治
の
今
に
い
た
る
ま
で
の
大
和
歌
を

撰
び
た
て
ま
つ
る
べ
き
仰
せ
言
な
む
あ
り
け
る
。
…

（
本
文
は
片
野
達
郎
・
松
野
陽
一
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
一
〇　

千
載
和
歌
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
よ
り
引
用
）
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以
上
の
よ
う
な
『
後
拾
遺
集
』〜『
千
載
集
』
の
撰
集
方
針
か
ら
、
元
方

詠
が
入
集
し
な
か
っ
た
の
は
、
元
方
が
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら

で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

（
19
）　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
一
一　

新
古
今
和
歌
集
』
岩
波
書
店
（
一

九
九
二
年
）

（
20
）　
「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
『
新
編
国
歌
大
観　

第
一
巻　

勅

撰
集
』
角
川
書
店
（
一
九
八
三
年
）

（
21
）　
『
続
古
今
集
』、『
続
千
載
集
』、『
続
後
拾
遺
集
』、『
新
千
載
集
』
の

う
ち
、
序
文
を
有
し
て
い
る
の
は
『
続
古
今
集
』
だ
け
で
あ
る
。『
続
古

今
集
』
の
仮
名
序
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

万
葉
集
の
う
ち
、
十
代
集
の
ほ
か
を
、
ひ
ろ
く
し
る
し
、
あ
ま
ね

く
も
と
め
て
、
お
の
お
の
た
て
ま
つ
ら
し
む
る
、
か
れ
こ
れ
い
づ

れ
も
わ
き
が
た
き
に
よ
り
て
、
新
古
今
の
と
き
に
は
じ
め
お
か
れ

た
る
あ
と
を
と
り
お
こ
な
ひ
つ
つ
、
…（
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観　

第
一
巻　

勅
撰
集
』
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
よ
り
引
用
し
た
）

（
22
）　

樋
口
芳
麻
呂
『
平
安
・
鎌
倉
時
代
秀
歌
撰
の
研
究
』
ひ
た
く
書
房

（
一
九
八
三
年
）

（
23
）　
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
二
〇
一
四
年
）

（
24
）　

樋
口
芳
麻
呂
・
後
藤
重
郎
校
注
『
定
家
八
代
抄
（
上
）』『
定
家
八

代
抄
（
下
）』
岩
波
書
店
（
一
九
九
六
年
）

（
25
）　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
九　

袋
草
紙
』
岩
波
書
店
（
一
九
九
五

年
）

（
26
）　

佐
佐
木
信
綱
編
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
二
巻　

風
間
書
房
（
一
九

五
六
年
）

（
27
）　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
28
）　

財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
十
四

巻　

平
安
私
家
集
一
』
朝
日
新
聞
社
（
一
九
九
三
年
）

（
29
）　

財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
一
巻　

古
来
風
躰
抄
』
朝
日
新
聞
社
（
一
九
九
二
年
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
二
〇
一
五
年
七
月
に
関
西
大
学
国
文
学
会
に
お
い
て
発
表

し
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
さ
か
も
と　

み
き
／
本
学
大
学
院
生
）


